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平成 28年 12月に「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要

な方策等について（答申）（以下「答申」という）」（2016）を出しました。この答申の中で，これからの社会を

創り出していく子供たちに求められる資質・能力とは何かを，「何ができるようになるか」という観点から「知

識・技能」,「思考力・判断力・表現力」,「学びに向かう力・人間性」の「三つの柱」で整理しています。こ

の「三つの柱」を育むために，「どのように学ぶか」という観点から，「主体的・対話的で深い学び」の実現の

ために「アクティブ・ラーニング」の視点から学習過程の質的改善，つまり授業改善が求められています。 

 

 

 

 

 本研究においては、資質・能力の「三つの柱」を総合的に育む授業の在り方について「主体的・対話的で深

い学び」の実現を目指す「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善を考えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

「答申」（2016）を基に作成 

■次期学習指導要領で育成すべき資質・能力と本研究のねらい 

学びを人生や社会に生かそうとする 

学びに向かう力・人間性の涵養 

生きて働く知識・技能の習得 
未知の状況にも対応できる 

思考力・判断力・表現力等の育成 

何ができるようになるか 

どのように学ぶか 何を学ぶか 

主体的・対話的で深い学び（「ア

クティブ・ラーニング」）の視点か

らの学習過程の改善 

各教科等で育む資質・能力の明

確化し、目標や内容を構造的に

示す 

「社会に開かれた教育課程」の実現 
各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現 

＜資質・能力の「三つの柱」＞ 

●生きて働く「知識・技能」の習得 

●未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」等の育成 

●学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性」の涵養 

 

資質・能力の 

三つの柱 

数学的な見方・考え方 

主体的な学び 
対話的な学び 
深い学び 

 数学科の目標と内容の

明確化、評価 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 数学の授業では，問題発見・解決する過程が重要であり，主体的に問いをもち，計画・ 

実行・検討し，振り返るといった学びの過程の質を高めること（自立）が大切です。また， 

得た知識を活用してさらなる問いを解決し「分かった・できた」という実感をもたせるた 

めには，問題発見・解決の過程（サイクル）をどのように構想するかが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

児童生徒自らが，問題解決に向けて

見通しをもち，粘り強く取り組み，問題

解決の過程を振り返り，よりよく解決し

たり，新たな問いを見いだしたりする。 

               

目指す資質・能力と働かせる数学的な見方・考え方をもと 

に，数学的活動（数学的に問題解決する過程を遂行すること） 

のどの部分に焦点をおくかを考え，活動内容と時間配分を設 

定し，指導過程を構想します。資質・能力を育むためには， 

サイクルを複数回にわたって行う方が効果的なのか，時間を 

かけて取り組ませた方がよいのかを考える必要があります。 

右の学習過程はＡ１→Ｂ→Ｃ→Ｄ１の例です。単位時間に１ 

サイクル（新たな問いの発生まで）として考えたものです。 

■授業を構想するまでの４つのポイント 

ポイント３ 
単位時間のサイクルを吟味する 

ポイント１  
資質・能力／数学的な見方・考え方を明確にする 

単位時間 

 

 

 

 

 

 

Ａ１ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ１ 

単位時間 

 

 

 
 

 

 

 

Ａ２ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ２ 

単位時間 

 

 

 

 

 

次の時間 

 

 

 

Ａ１ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ１ 

単位時間 

 

 

 

 

 

 

Ａ２ 

Ｃ 

Ｄ２ 

Ｂ 

Ａ２ 

目指す資質・能力を焦点化し
て展開することも考えられます。 

単位時間 

 

 

 

 

 

 

Ａ１ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ１ 

 

 「現実の世界」と「数学の世界」という二つの世

界を，どちらか一方に偏ることなく相互に関わり合

わせて単元を構想することが大切です。資質・能力

を育成するために，生徒の実態をもとに主体的・対

話的で深い学びになるよう単位時間の展開も視野に

入れながら考えることが大切です。どちらの世界に 

おいても「解決過程を振り返ること」が重要です。 

ポイント２  

２つのサイクルを単元にバランスよく位置付ける ≪問題発見・解決過程の様々なサイクルのイメージ≫ 

「主体的な学び」の視点 

事象を数学的な表現を用いて論理的

に説明したり，よりよい考えや事柄の本

質について話し合いよりよい考えに高め

たり事柄の本質を明らかにしたりする。 

「対話的な学び」の視点 

「数学的な見方・考え方」を働かせ，

数学的活動を通して，新しい概念を

形成したり，よりよい方法を見いだした

りするなど，新たな知識・技能を身に

付けてそれらを統合し，思考，態度

が変容する。 

「深い学び」の視点 

●学習した内容を活用する活動 

●結果の意味を元の事象や既習の 

知識と結び付ける活動 

●数学的な表現を用いて説明する

活動 

●表現を全体で数学的に洗練し，

説明を高め合う活動 

●お互いの考えを受容し，認め合い 

考えをよりよくする活動 

●解決過程を振り返り，数学的に 

考えることのよさを見いだす活動 

学習活動の例 

学習活動の例 

学習活動の例 

■算数・数学科における見方・考え方（数学的な見方・考え方） 

＜事象を数量や図形それらの関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展的に考えること＞ 

●「数学的な見方」・・・・・数や量，図形に着目する，数で表現する など 

●「数学的な考え方」・・・帰納的に考える，関連付ける，適用範囲を広げる，捉え直す など 

■「見方・考え方」とは，物事を捉える視点や考え方のこと（各教科共通） 

・どのような視点で物事を捉えるのか  ・どのような考え方で思考していくのか 

※算数・数学科における資質・能力，数学的な見方・考え方の例は，報告書・ガイドブック参照 

 

数学科における資質・能力の三つの柱をもとに，単元で育成を目指す資質・能力

を設定し，働かせる数学的な見方・考え方を明確にすることが必要です。 

 

 

ポイント４ 主体的・対話的で深い学びのために 

       ～学びの過程の質を高める～ 

※あくまでも 
  一例です。 

A1,B,C,D1は資質・能力 
※報告書・ガイドブック参照 

報告書／ガイドブックより 

※答申（2016）より抜粋 



 

  

北上市立北上中学校第１学年 

■本時 比例と反比例の利用（東京書籍 新編新しい数学１ P134参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善について 

＜成果＞ 

  ・算数・数学科において育成を目指す資質・能力の三つの柱に沿った授業構想及び主体的・対話的 

で深い学びを実現するための三つの視点に沿った具体的な考え方と学習活動を示すことで，授業 

改善の方向性を確認することができました。 

 ＜課題＞ 

  ・単元計画，単元を通した授業実践により，育成を目指す資質・能力が身に付いたかどうかを継続 

して明らかにしていく必要があると考えました。 

 

 

■授業実践例 

【育みたい資質・能力】 

●事象の数量に着目して数学的な問題を見いだす力 

【数学的な見方・考え方】 

・日常事象の中にある数量に着目する 

・既習の比例関係と仮定して捉える 

主体的な学びのために① ～問題設定～ 

問題設定にあたり， 

○生徒の身の回りの生活に関連のある問題 

○多様な解決方法のある問題 

を設定し，小学校内容との相違部分を明確に

もち，指導を行う。 

主体的な学びのために② ～数学的に見通す～ 

○関係式を作るためには何と何が分かればよいか 

○関数関係にあるといってよいか 

○比例関係にあるとみなすためには，何がいえればよ 

いか、結果（足りる・足りない）の見通しだけでな 

く，解決の過程（計画）について見通すよう促す。 

■成果と課題 

■研究報告書とガイドブックは，下記の岩手県立総合教育センターのＷｅｂページに掲載しております。 

また，本研究総論も掲載しておりますので，併せてご覧下さい。 

http://www1.iwate-ed.jp/kankou/kkenkyu/172cd/h28ken.html 

 


